
 

 

日本メナード化粧品、日本人のルーツの違いと肌質の関連について解析 

～南方諸島から日本列島に移住してきた人の肌はターンオーバーが遅延し易い～ 

 

日本メナード化粧品株式会社（愛知県名古屋市中区丸の内 3-18-15、代表取締役社長：野々川 

純一）は、ヒトのルーツを探る手掛かりとされるミトコンドリアハプログループ（以下ハプログルー

プ）を指標にして、日本人のルーツと肌質との関連性について解析しました。20 代～50 代の女

性、計 358 名を対象に、ハプログループと肌表面の角質細胞の大きさについて解析したところ、南

方諸島から日本列島に移住してきたと考えられている「ハプログループＦ」の女性は、角質細胞の

大きさが大きく、肌のターンオーバーが遅延しやすい傾向ということが分かりました。このように、

日本人のルーツの違いがその人の肌質に関係していることが考えられました。今後、日本人の肌

質の秘密を解き明かすためにも、さらに詳細な解析を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ハプログループと肌質との関連性に関する研究】 

私たちの細胞の中には、ミトコンドリアと呼ばれる小器官があります。ミトコンドリアは、細胞の核にある

DNA とは別に独自のミトコンドリア DNA（mtDNA）を持っています。この mtDNA は、母親から子に受け継

がれる特性があり、長い年月をかけて変異しながら次世代に受け継がれるため、現在ではいくつかの

mtDNA の型が存在しており、この型を系統的に分類したものがハプログループです。現在、ハプログルー

プ（mtDNA の型）を調べることで、そのハプログループがどこの地域に多く存在しているのか、またそれを

たどることでヒトのルーツを知るための研究に活用されています。 

今回メナードでは日本人におけるハプログループと肌質との関連性に着目し、日本人女性の肌表面の

角質細胞の大きさの違いからターンオーバーの状態を推測し、ハプログループとの関連性を調べました。

その結果、南方諸島から日本列島に移住してきたと考えられている「ハプログループ F」の人は、角質細

胞の大きさが大きく、肌のターンオーバーが遅延しやすい傾向があると考えられました。 

今回の結果は、日本人のルーツの違いによって肌質が異なる可能性を示しています。今後、さらに詳

細な解析を進め、個々の肌質の違いが何故生じるのか明らかにしていきます。 

なお、本研究成果は、国際科学誌「Experimental Dermatology」オンライン版に掲載されました。 

 

 

□ 【研究内容に関するお問い合わせ先】 

日本メナード化粧品株式会社 総合研究所 （名古屋市西区鳥見町 2-7） 

TEL：052-531-6263 Mail：k-info@menard.co.jp   研究担当：長谷部、長谷川  資料担当：福永  

 

日本人のルーツの違いと肌表面の角質細胞の大きさとの関連を解析 



1. ハプログループ 

ミトコンドリアは、細胞が取り込んだ酸素を利用し、エネルギーを産生する重要な細胞内小器官です。ミ

トコンドリアは、細胞核の DNA とは別に独自の DNA を持っており、ミトコンドリア DNA（mtDNA）と呼ばれて

います。mtDNAには細胞のエネルギーを産生するのに不可欠な遺伝情報が含まれており、私たちの体質

や健康維持に深く関わっています。この mtDNA は、母親から子に受け継がれる特性があり、近年ではこ

の特性を生かして、長年にわたり変異しながら受け継がれてきた mtDNA を解析することで、家系や人類

のルーツを追跡するための研究に活用されています。これまでの研究から、mtDNA はいくつかの型に分

類され、この型を指標に人類の系統がグループ化されています。 

この mtDNA の型によって分類されたグループを「ハプログループ」と呼び、①場所によって多く存在す

るハプログループの型が決まっているため地域性があり、②祖先となるハプログループが決まっているた

め、自身のハプログループを知れば、祖先がどこから来たかを推測でき、自身のルーツを探る指標として

有用な手段の一つと考えられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

2. ハプログループと肌のターンオーバーの速さの関係 

メナードは日本人のハプログループと肌質との関連性に

着目し実験を行いました。まず、358 人の日本人女性の

mtDNA について遺伝子解析を行い、ハプログループに分

類しました（右表）。今回の研究では、このハプログループ

の分類と肌のターンオーバーの速さとの関係について解析

しました。 

同女性から、環境要因をできるだけ排除するために、紫

外線曝露が少ない前腕内側から、テープストリッピングに

より角質細胞を採取し、その角質細胞の大きさを測定する

ことで肌のターンオーバーの状態を推測しました。一般的

に、ターンオーバーの速度が遅いほど角質細胞の大きさが

大きくなることが分かっています。 

解析の結果、ハプログループ F に属する女性は、加齢に伴って角質細胞の大きさが大きくなる割合が

高いことがわかりました（下グラフ）。すなわち、ハプログループ Fに属する女性は、加齢に伴い肌のターン

オーバーが遅延しやすい傾向があると考えられました。 

なお、ハプログループ F は、タイやラオスを含む東南アジアで最大のグループであると報告されており、

日本人でこのハプログループに属する人は、南方諸島から日本列島に移住してきたと考えられています。

今回の結果は、日本人のルーツの違いによって肌質が異なる可能性を示しています。今後、さらに詳細な

解析を進め、個々の肌質の違いが何故生じるのか日本人のルーツからアプローチしていきます。 

 

 

参考資料 

細胞とミトコンドリア DNA ハプログループから分かる日本人のルーツ 

日本人女性 358 人の 
ハプログループの割合 



 

  

 

                                         

                                                             

                                         

                                         

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

3．掲載雑誌・タイトル・著者について 

雑誌名：  Experimental Dermatology 

論文タイトル： Identification of mitochondrial genetic variants associated with human corneocyte 

size in Japanese women. 

掲載アドレス：    https://doi.org/10.1111/exd.14673 

著者：  井上 悠 1, 2, 五十嵐 敏夫 1, 長谷部 祐一 1, 2, 堀田 美佳 1, 2, 奥野 凌輔 1, 2,  

山田貴亮 1, 長谷川 靖司 1, 2 

所属：  1 日本メナード化粧品株式会社 総合研究所  

2 名古屋大学大学院 医学系研究科 名古屋大学メナード協同研究講座 
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角質細胞の大きさと加齢変化 

●：「mtSNP10609C/12406A」を 

有する被検者（ハプログループ F） 

（回帰直線 ― r = 0.6323 p<0.001 ） 

 

●：それ以外の被検者 

（回帰直線 - - - r = 0.2543 p<0.001） 

 

※上記２つの r は有意差あり（p< 0.05） 


